
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の使い方 AGU Lib

2025.4

アメリカの EBSCO 社が提供しているオンラインの学術情報検索プラットフォームです。 

多くの分野の論文や資料を一括で探すことができます。 

 

🔍信頼できる情報を一括で検索できます 

契約している複数の専門データベースに一括でアクセス可能なので、学術論文・学会誌・専門雑誌など、 

インターネット検索するだけでは見つけにくい情報を検索することができます。レポート作成や調査学習に

とても役立ちます。 

EBSCOhost とは？ 

🔍EBSCOhost で検索できるデータベース 

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

11 のデータベースから選択して検索することができます。（2025 年 4 月時点） 

各データベースには、得意な分野や特徴があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学図書館のホームページから「EBSCOhost」を選択します。🔍学内回線からアクセスしてください 

        

アクセス方法 

検索窓に探したいキーワードを入れます。 

例：「diabetes（糖尿病）」や「mental health（メンタルヘルス）」など。 

🔍  医学用語は英語で入力するのがおすすめです。期間を絞って検索することもできます。 

基本検索 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細検索 
検索画面の上部にある「詳細検索」 をクリックすると、より細かい条件を組み合わせて検索できます。 

色々な絞り込みオプションがあります。 

 

🔍 検索フィールド 
「フィールド指定」を使うと、さらに的確な検索ができます。 

☑ タイトル- TI（Title）  → タイトルに含まれる語   

☑ 抄録-AB（Abstract） → 要約文（抄録）に含まれる語       

☑ サブジェクト語- SU（Subject Terms） →主題語（テーマ）  

🔍 検索演算式 

検索ボックスが「複数段」に分かれて AND / OR / NOT の設定ができます。 

▶ AND（両方を含む） → 両方のキーワードが含まれる文献だけを検索します。 

例：diabetes AND treatment  

👉「diabetes（糖尿病）」かつ「treatment（治療）」に関する文献を検索 

→ 両方の語が含まれるものだけなので、検索結果は絞られる（少なくなる） 

📘 こんなときに便利：複数のキーワードで特定のテーマを絞りたいとき 

▶ OR（どちらかを含む）→いずれか一方、または両方のキーワードを含む文献を検索します。 

例：adolescents OR teenagers 

👉「adolescents（思春期の若者）」または「teenagers（十代の若者）」のどちらかを含む文献 

→ 結果は広がる（多くなる） 

📘 こんなときに便利：同じ意味の言い換え・類義語をまとめて検索したいとき 

▶ NOT（除外）→前のキーワードを含み、後のキーワードを含まない文献を検索します。 

例：diabetes NOT type 1 

👉「diabetes（糖尿病）」に関する文献のうち、「type 1（1 型糖尿病）」は含まない 

→ 不要な情報を除いて検索できる 

📘 こんなときに便利：特定のテーマだけ除外したいとき 

🔍 フィルター 

☑ 全文 → 本文をすぐ読める資料だけ表示 

☑ 学術誌（査読）→ 学術査読済み 

信頼性の高い論文に限定 

☑ 出版日→ 例：最近 5 年の論文に絞る 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索を実行すると、結果一覧が表示されます。 

検索結果 

▶ タイトル → 論文や記事の名前。クリックで詳細ページに進みます。 

 

▶ 著者名   → 論文を書いた人。研究者の名前が記載されています。 

▶ 出版情報 → 雑誌名、巻号、発行年など 

▶ 抄録  → 内容の要約。概要をつかむのに便利です。 

🔍 気になるタイトルがあれば、まずは抄録を読んで、中身をチェック 

▶ アクセスオプション → 全文ありボタンからダウンロードが可能です。 
「接続が拒否」された場合は、「open the page in a new window」のリンクから表示して下さい。 

論文を読む 

リンク先の論文ページから、ダウンロードが可能です。 

🔍  論文をダウンロードしたら、閲覧・印刷することができます。 

☑ ダウンロードボタンの例 


